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第１章

　

緒

　

言

結核ハ全人類界二於テ最モ多散ヲ占ムJﾚ疾患ニ

シヘ其ノ感染ハ個人ノ慌質或ハ生活垠境等ニ

依リテ其ノ炭ｦでﾚｰﾌりﾚﾓ、之レ人類ノ児レガ

タキ試練ノ一ナリ。特二看護婦ハ其ノ職業上日

常結核疾患者二接額シ、或ハ病的材料テ處理

シ、感染ノ機會多ク、叉ブ方妙齢ノ子女ヨリ採

用セラルヽ鴉ニ、其ノ年齢的間係ヨリシテモ甚

グ危瞼ナル境遇ニ存スルモノニシテ、常ニ残酷

ナル結核感染ノ暴威ニ喋順七ラレ、悲惶ナル運

命テ辿ル者多キヘ日常吾人ノ紆駿ｿりﾚ所ナリ。

嚢ニ余ハ佐々木、林ト共ニ北犬附垢婆院看護婦

ニ就キテノ観察ｦ･農表シ、女子青年ニ於ｙル結

核感染ト登病にﾉ闘係ニ興味アル一知見ラ報告

セルモ、其後余ハ看護婦寄宿舎舎醤ニ任ゼラル

ルニ及ﾋ゛、昭和13年来引禎キこ等女子青年ノ

疾病詮療ニ従事シ、看護婦ニ於ケル結核

急務ヲ･痛感シ来レリ。

然ルニ偶々日本學術振興行第８小委員會二於

テ、昭和13年以来其ノ研究題目1ヽシテＢＣＧ採

防接種ヲ選ブこｰ・及ビ、委員ノ１人有馬教授・ヽ北

海道二於ケル之が盲施ヲ價常シ、其ノ研究對象

テ主lいシテ中等學校以上ノ學生生徒二求ノ･、今

日迄脱二多数ノ人員二就キテ賓施シ来レリ､、余

亦有馬教授ノ命ニョリヒ大附属醤院看護婦二就

キBCG m防接種ヲ行ヒ、其後ノ経過テ観察シ

来レルモ、今日'迄約２年数ケ月テ経過シ、其間

看護婦二於ケル結核賛病状態ノ過去ノ夫レニ比

シ甚グ顕著ナル差異ｦｰ認ノ･タルテ以テ、其ノ成

績ノ一部ヲ茲二部ノ･テ報告センlヽ欲ソヽ。而シテ

ＢＣＧ接種ノ結核像防政果二就キテハ尚観察期

間短時日ナル篤、詳細ナル批詞ハ之ヲ避夕、今同

。・ヽ主トシテ余ノ経験ノ報告二止ムルモノトス。

　　　　　　　　　　　　　　　

第２章

　

検査方法

瞼貴賓tわ⊃テハ、北大醤學部附属聾院看護法

　　

講習科生徒中昭和13年ヨリ同15年迄ノ入學者

近藤＝看護婦二於ケノｌ／BCG 接種ノ経験 【第18巷1050



第14.琥】 近藤二看護婦二於ケルＢＣＧ接種ノ経験

ニシテ、昭和13年度入學者64名、14年度75名、

15年度64名ノ統計203名二於ケル観察ナリ。

毎年入學生徒二就キテヘ入學後早期二再ビ身

膿検査テ篤ソヽト同時ニ、胸部「レントゲン」寫具

撮影、「ヽｿ」反恵、赤沈反憲、肺活量測定等テ施

行シ、襲来ノ參考資料トナセリ。

「ツ」反恵施行術式拉一判定ノ基準二就キテ

ノペゝ 日本學術振興介第８小委員二於テ決定セ

ル様式二従／'･ヘリ。印チ傅染病研究所製造蔦｢ヽン｣

200倍稀憚液ノ0．１ ccm テ被検者ノ左側前陣屈

側皮内二注射シ、48時間後二於ケル殼赤ノ従

横直径ヲ計測シ、ソノ算術平均値５ｍｍ以上ノ

モノラ陽性トナセリ、、陽性度ノ匯分二就キテハ

登赤5―15 mm ラ(十)、16―25 mm テ(朴ぺ26

－35mmヲ(一叫)、36 mm以上及ビ水泡形成テ

(冊)トナシ、コノ嘔分ハ100倍yツ｣反息ノ場合

二於テモ同様ナリ。余ノ今同ノ調査二於テハ

200倍｢ヽツ｣反底陰性者二對シテハ、多クノ場合

更ニ｢ツ｣100倍稀即液ヲ･以テ再検セリ。

1061

ＢＣＧ．・ヽ傅染病研究所ヨリ分譲ヲ･受ケタル菌

株ヲ使用シ、「ワクチン」製造ハ有馬教授監督ノ

下二北海道廳衛生試験室二於テ同廳技手が之ｆ

麿任セルモノニシテ、製造後24時間以内ノ新

鮮ナ≒ルモノヲ用ヒタリ。接種菌量ハ昭和13年

度及ビ15年度ハ0．02 mg、昭和14年度ダヽ0．03

mgドーシテ、生理的食堕水ヲ以テ注射液1. Occm

中二之等ノ菌硫ツ含ム如キ浮游液ヲ作製シ、之

ヲ･左側上勝外側ノ皮下二注射セリ。

ＢＣＧ接種者ハ100倍「ツ」反嘸陰性者ニシテ、

且ツ胸廓「レ」寫兵二何等結核性所見ナキモノニ

限局シ、其敬昭和13年度36名、14年度37名、

15年度35名、總計108名二施行セリ。

而シテ接種晋ニアリテハ其後３ヶ月、６夕月、

１ヶ年、１ヤ年牛、２ヶ年卜時日ラ追ヒテ「ツ」

反嘸ヲ･検シ、叉全員二對シテ１ヶ年毎二胸部

Ｆし］寫具撮影、赤沈反嘸測定ラ施行シ、結核患

者ノ貨見二注意セリ。叉疑ハシキ者二於テ。・ヽ隨

時之等ノ検査テ繰返シ監視シ来レリ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　

第３章

　

検査成績

　　　　　　　　　　　　　　

第１節

　

入學時｢ツ｣反:吉成績

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・鼻
昭和13年ヨリ昭和15年マデノ３ヶ年間入學看

　　

院看護婦二於グル成績1ヽ比較‘いレニ、瀧本、深

護婦203名二就テノ入學時｢ツ｣反感成績ハ第１

　　

谷雨氏が昭和４年ヨリ同７年二至ル４ヶ年間ノ

表二示ノ､如ク、其ノ陽性率ハ昭和13年度32.9

　　

人學者207名二於宍調査セん成績ハ陽性*43.4

％、昭和14年度40．0 χ、昭和15年皮39．1づ　　％ニシテ、次イデ余等ノ調査セル昭和８年ヨリ

ーシテ、３･や年平均37．4％ナ几而シテ陽性

　　

12年迄ノ５ヶ年間ノ入學者292名ノ陽性卒一

者76名二於テ、其ノ陽度テ親ルニ、大部分ハ

　　

41.2ヤナリ。之-'・観ルニ常院入學看護婦ノ｢ツ｣

僅陽性テ示シ、(･冊)及ビ(冊)。。ヽソ、ル1ヽ全陽性

　　

ぼ感陽性率ハ軽皮乍う年ト共二次第二低減ノ傾

者ノ82．9χニ相常シ、弱反感(十)テ示フヽモノ

　　

向ヲ･認ムルモノナリ。

僅カー3．9ガエ過ギズ。此ノ陽性卒テ過去ノ常

　　　　　　　　　　　　　　　　　

第１表

　

入學時｢ツ」反鹿

へ､._　「ク」反胞
　　　｀へ

入學年度｀｀＼

橡　査
總　徽 陰性者 陽性者

陽性率
　(％)

＋ H　　.H1　ﾑ。

昭和13年度 64 ↓3 21 32.9 ２ ４ ５ 10

14 75 45 30 40.0 １ ４ ６ 19

15 64 39 25 39.1 ０ ２ ２ 21

合　　計 203 127 76 37.4
　　３　゛

イ3.9％）　　10(13.2％)
　13
(17.1％) 　50ﾚ65.8％）



1052 近藤＝看護婦二於ヶルＢＣＧ接種ｚ経験

次二入學志願者總敬二就イテ「ツ」反廳ブ調査セ

ル結果ハ、第２表二示ス如ク、其ノ陽性率ハ昭

和13年度35.2%、14年度45．0％、15年度38.9

％ニシテ、．３ケ間合計347名ノ志願者總敬二

於テハ39.8ガノ陽性阜ヲ示シ、入學者ノ陽性

卒ト略ｔ等シタレド、之テ昭和10年ヨリ12年

迄ノ志願者645名二於ケル陽性率45.2^ト比

【第18巻

較ソヽル時ハ可成り著シキ低減ｦ一認ム。而シテ之

等看護婦ハ廣ク北海道僻遠ノ各地ヨリ（極ク少

敷ハ樺太ヨリ）｡參集セル者ナル故、此ノ「ツ」反

嘸ノ成績ヨリシテ北海道二於タル女子青年ノ結

核感染率ハ軽度乍ラ年次的二漸次低下シツヽア

ルテ推察シ得・ヽごシ。

第２表總志願者｢.ツ｣反感

　　「ク」反昿

臓査年度

桧　査
總　敷

陰性者 陽性者
陽性率
　(％)

＋ 十十 桐･ 冊

昭和13年度1　139　1 90 49 35.0 ６ 8　1　10　1　25

14 131 72 59 45.0 ６ ８ 13 32

15 77 47 30 38.9 ０ ２ ３ 25

合　　計 347 209 138 39.8
　12
(8.8％) 　　18(13.0％)

　　26
(18.8％)

　82
(59.4％)

プな

　

反喰
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－

　

‥-

　

一一‥一一
昭和13年度
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一-

合

　　

計

第３表

　

出身地別｢ツ｣反庶

市

　　

出

　　

身

　　

者

機査

　

．､、．．
總徴
¦陰陳者

⑤

陽性者i陽問

８

－
９

－

　

３

－
２０

56
－
12
－
50

柏

3 I

９

－
０

　

町

一
検査
總敬

16 I

20
－
18
－
54

然ラバ此結核感染命低下lヽ入學看護婦ノ出身地

別ト。・ヽ如何ナル開係－アリヤヲ知ランド欲シ、

其ノ出身地別｢ツ｣反座ヲ観ル弓･第３表ノ如シ。

自]チ昭和13年以後３ヶ年間ノ入學者203名ノ

出身地ヲ･夫々市、町、村別二分ツ時ハ、｢ツ｣陽

性卒・ヽ市出身者50．0％、町出身者46.3X･、村出

身者28．3χ1ヽナリ、部會ヨリｍ舎ニヤルニ従

ヒ、漸次陽性命ハ低減七リ。之サ昭和８年以後

５夕年間ノ入學者292名二就キ余等ノ調査七Jレ

出身地別｢ツ｣反庶1ヽ比較ノヽルニ、市町出身者陽

性命ハ50.3 χ ヨリ47．9％ニ、叉村出身者ハ

29.8^ヨリ28．3χニ夫カ低下･りレモ、特二都

會地出身者二於刊氏下度著シ。之ヅ更二昭和４

年以後ノ４夕年間入學者207名二就テノ瀧本、

深谷雨氏ノ報告lヽ比較ソヽレバ、市出身者陽性卒

。・ヽ71．0％ヨリ50．0ガエ低下セルモ、町村出身

者ハ33.5ガヨリ34.3%ト僅カニ高卒サ示セ

出

陰性者
－ -

身

　　

者

陽性者
陽性乍

　

(％)i

50．0
-
46.3

　

村

一
検査
總敷

⑤

出

　　

身

　　

者

陰性者

一一一一--i--

　

㎜

　

23

-

　

29

-

　

26

-

　

78

陽性者

-一一一一一一一一-一一
-一一一----

　

8

-

　

10

一一

　

13

-

　

31

陽性率

　

ぐ％j

25.8
-
25.6
-
33.3
-
28.3

リ。剖]チ此ノ事盲ヨリ北海=道女子青年二於ケル

結核感染卒ノ低下ハ、主トシテ都會地居住者二

於テ著シク低減サ爽セル結果ナル､ザ知レリ。之

二開シテハ既二昭和12年金井、溝水雨氏ハ札幌

市學齢見童ノ結核調査二於テ、有馬教授等ノ大

正12年ノ調査lヽ比較シ同市學竜結核感染卒ノ過

去13年間ニ42.0%ヨリ32.6%ニ著シク低下セ

ルテ認ノ、此ノ低下ノ主原因テ都會地二於タノレ

結核施設ノ碓達二求ノタリ。之レ印チ余等ノ調

査Iヽ能ク一致っレ處ナリ。尚ホ最近ノ北海道都

市ノ女子青年結核感染牢二就キテハ、昭和13

年ＢＣＧ接種ノ前提トシテ余等ノ調査セル北海

道各市女學校生徒中16歳以上21歳迄ノ3302

名二就テノ｢ツ｣反座陽性卒ハ51．8％ニシテ、

此ノ値ハ今同ノ余ノ人學時看護婦市出身者陽性

率50．0χト略ｔ一致いレ成績ナリ。叉北海道ノ

各地田舎ヨリ參集七ル村出身者入墨時｢ツ｣反庶
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反
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－

26

4S.0
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２
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０

－
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－

　

５
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６

２

嘔
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併
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５

６

－

２

1053

認識セノルヽ處ナリ。、同研究二於テ看護婦ト開

係深キ女子青年團ノ｢ツ｣反唐陽性率テ観レバ、

東藻琴村(漁村)13．2X、束倶知安村(農村バ16.2

ガト伺レモ甚グ低率サ示セリ。

柵
－

13

一

24

21

入學時
陽性卒

(％)
-
32.9

40.0

39.1

陽

總斂

４

－

６

－

１

＋ト
０

－

０

－

０

０

－

１

－

０

川
２

－

１

－

１

者
入學後

９レ９

-ﾐｰﾐﾐﾐ･

　

乙Jﾐー-

２

－

４

－

０

２．５

-

　

３

-

　

１

庖ノヽ殆ドソヽベテ彊陽性タ示シ、弱反息｡ハ１名モ

認ノ･得ずルノ｀ゝ特異ナリトス。斯ノ如ク未感染女

子青年が病院二勤務幻レ時ハ速カニ結核感染行

ハルヽモノニシテ、其ノ生活環境が如何二危瞼

ナノレ境丿但こアルカテ牙;フヽモノナリ。

第３節「ツ」反感l｀胸部「レントゲン」像

ノ入學看護婦講習生203名二於テ、ＢＣＧ接種

庭前ノ「ツ」反庖検査卜同時二撮影セル胸部「レ」

寫昇二於ケル所見ハ第５表二示フ、如シ。印チ

第５表「ヽソ」反鹿ト胸部「t／ソトゲ・」像トノ開係

大人學甲良
　　づ-
　　入　」反吐

「ﾚ勺所見犬

昭和
　13年度

１ｔ 15
　　　　　　　計

　　■　　 = ㎜ 　 　 　 　 　 j 皿 　 　 　 　 ㎜ ㎜ ㎜

＋ 　 　％　

１

－　　

％

　　　　　　　｜

總　計

＋ - ＋：－ +，- 官版 ％

正　　　　常 ８四7 22 38 19 36 49　！　56.レ　nil　　95.7160 78.8

石茨化恣及ビ
初期受化群

12 ２ ８ １ ６ ２ 26
'
29.9　　5

　　1

　　　　一一－　8；　9.2　0

　　＿　　-.-.-　し　　__

　１ １　1.1　　０

４．３

-

　－

31 15.4

胸内淋巴腺腫脹 ３ ４ １ ８ ３．９

血行性播種 １ １ ０．５

肺　浸　潤 ２ づ ﾝﾄﾞ　3･梢　０ ３ １．４

計 25！39・36 39 26 3゛4 87 ilOO.O 116 100.0 203 100.0

陽性卒ノ28.3％ナル低率ヲ示フ､事ハ、北海道

農漁山村二於テハ結核感染ノ未グ甚ゲ僅徴ナル

ヲ･物語ルモノニシテ、此ノ事盲ハ叉有馬教授等

ノ北海道農漁村二於ケル結核ノ研究二於テ能ク

　　　　　　　　　　　　

第２節

　

ＢＣＧ接種前ノ｢ツ｣反施成績

之等入學看護婦二於テＢＣＧ接種ハ種々ナル鄙

　　

月間ノ勤務二於テモ若干ノ｢ツ｣反庖陽性轄化者

合ニョリ入學直後二施行シ得ズシテ、各年入學

　　

ハ期待サルヽ處ニシテ、余ハＢＣＧ接種直前二

後１乃至３ヶ月ノ勤務後トナレリ。抑モ看護婦

　　

再ビ｢ツ｣反庶ヲ検査セルニ、其ノ成績ハ第４表

二於ケル結核感染ハ其ノ職業上甚グ速カニ惹起

　　

二示人如シ。

セラノレヽノ｀ゝ周知ノ事賓ニシテ、辰令１乃至３ケ

　　　　　　　　　　　　　　　

第４表

　

ＢＣＧ接種前ノ'‘ツ｣反鹿

入　學

年　良

接　売
總　斂

昭　和
13年度

64

14 75

15 64

創］チ昭和13年皮入學者二於テハ入墨後２．５ヶ

月間ニ４名ノ陽性糖化者ヲ認ノ、14年度入墨者

二於テ､ハ３ヶ月間ニ６名、叉15年度入學者ニテ

ハ１ヶ月後ニ１名ノ陽性糖化者テ見出セ勉而

シテ其ノ「ツJJ丈庶陽性卒ハ更ニ39．0％、48.0

％、40．6χニ上昇セリ。叉陽性糖化者ノ「ツ」反

「ツ」反庶ノ陽性ナノレノ｀ゝ結核感染テ意味スルモノ

ナルコトハ現今殆ド異論ナキモノナリ。而シテ

其ノ成績ト胸部「レ」像トノ開係テ観ルニ、前記
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｢ツ｣反礁陰性者116名中111名(95．7χ)・ヽ全ク

正常像ヲ･呈シ、僅カニ５名(4．3％)ニ於テ肺門

部石灰化竃ヲ登見セリ。然ルニ｢ツ｣反恵陽性者

ニアリテーハ總敬87名中全ク正常ト認ムル者49

名(56.4^)-シテ、石灰化竃及ビ初期受化群テ

有スル者26名(29．9％)ヲ･認ｊタリ。更二陰性

者二於テハ認ノ'得ずリシ胸内淋巴腺腫脹８名

(9.2％)、血行播種性結核１名(1．1％)及ど肺上

葉二明カニ硬化性、噌殖性浸潤像テ有フ、ル者３

名(3．4％)テ見出セリ。而シテ統計二於テ正常

像リ･示セルハ203名中160名鴎]チ78．8％ニシ

テ、初感染ト児｡倣フ､モノ(石灰化竃、初期憂化

群及ど胸内灘巴腺腫脹)39名ニシテ19．3％テ示

シ、再感染ト見倣ソヽベキモノ(血行性接種、肺

浸潤)ハ４名印チ１．９％ニ相営セリ。之ヲ･前同

ノ調査二比フヽレバ、正常像76.6 χ、初感染像

19.6％及ど再感染像3．6χニシテ略ｔ一致セ

ル成績ナ･レモ唯感染像テ呈スルモノ僅カニ減少

セルヲ･認ム。而シテ之等病的所見ラ示セルモノ

ノ中、胸内淋巴腺腫脹ノ１名及ど血行性接種像

ヲ'認ノシ者ダヽ。入學後２．５乃至３夕月間二於タ

ル7ツ｣反唐陽性韓化者中ヨリ稜見セルモノナ

リ。夏二瀧木氏等ノ報告二依レバ、陰性者117

名中、原登病竃５名(4．3X)、肺門｢カルク｣影

４名(3．4％)、肺門肥大15名(12.8が)、正常

93名(79.5が)ニシテ、陽性者90名ニテ､ハ夫々

-

【第18巻
-

’ ̃ - - 、

13(14．5％)、22(24.5%)、42(46.7%)トナリ、

且陰性者二見ずル著明ナル肺野浸潤４名(4.5

殉ヲ鐙セリト云フ。之サ余ノ成績二對比スレ

バ病的所見ラ呈ノリレモノ何レモ梢ｌ高率ナレ

ド、特ニ｢ツ｣反撫陰性者二於テモ肺門肥大ノ著

シク多キハ、之レ｢レントゲン｣像讃撮影ノ差異

ニョルモノナル・ヽごシ。叉寺島氏ハ東大看護婦

224名二就キ胸部｢レントゲン｣寫具ヲ･撮影セル

ニ、其ノ所見二於テ｢ツ｣反嘸陰性者ト陽性者ト

ノ間二著明ナル差異ヲ認ｙ得ずルモ、唯陽性者

ニアリテハ石灰化竃ノ登見卒高ク、叉肺賓質内

二於テ３例ノ陰影(多ク。・ヽ癈痕)ヲ･認ノ･タリト報

ズ。而シテ其ノ｢レントゲン｣寫具二於テ所見テ

認ノタル者｡ハ｢ツ｣反嘸陽性者ノ78．8－91．4％、

陰性者/ 72―90 %ニ及ビ、余ノ成績二比シ邁

カニ高率テ示セリ。安宅氏ハ金大看護婦二於テ

｢ツ｣反庖陽性者521名中193名(37．0X)、陰性

者229名中12名(5．2χ)－｢レントゲン｣所見ヲ

謐明セリ、印チ正常像ヲ呈セルハ陽性者63．0

が、陰性者94．8％ニシテ、余ノ成績ト略ｔ一致

セル値ヲ･示セ瓢

余ハ今回ノ調査拉二余等ノ前同ノ調査成績ヲ検

討シ、之ヨリ女子青年二於ケル｢ツ｣反撫陰性者

中－｡・ヽ、其ノ胸部｢レントゲン｣像二於テ結核性

愛化テ殆ド脅見シ得ずルモノト思惟ス。

　　　　　　　　　　　　　

第４節

　

ＢＣＧ接種後ノ局所憂化

前記ノ｢ツ｣反底陰性者ニシテ且ツ胸部｢レント

　　

如ク昭和13年度二於テハＢＣＧ接種菌量ノヽ

ゲン｣像二何等病的所見ヲ･認ノ･ザリシ者108名

　　

0．02mg－シテ、接種背總敬36名中、局所二愛

二就キ、ＢＣＧ接種ヲ施行セルニ、１乃至敬夕

　　

化判

月後二於テ接種局所二硬結、膿瘍或ハ潰瘍ヲ

　　

テ、他ノ29名(80．6％)ハ局所撥化テ生ジ、硬結

生ゼシ者相常敬二昇レリ、、自]チ第６表二示ス

　　

６名(16．7χ)、膿瘍15名(41.7が)、潰瘍８名

　　　　　　　　　　　　　　　

第６表

　

ＢＣＧ接種後ノ局所愛化

接　種
年　度

接　種
菌　量

(mg)

接種無縫死

者　散賓敬１％

硬　　結 膿　　瘍 潰　　瘍 磋　化　計

資敬｜　％ 資敬｜　％ 貨敏 ％ 資敬 ％

昭和1:j年度 0.0Z 36　1　7　I 19.4 ６ 16.7 15 41.7 ８ 22.2 29 80.6

14 0.03 37 19 51.4 12 32.4 ５ 13.5 柘 ２．７ 18 4S.6

15 0.02 35 35 100.0 ｌ　　ｊ　　ｌ １　０　１　　０
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(22.2 χ)一及ベリ。然ルニ14年度一於テハ接

種菌量0．03mgニ噌量セルモ其ノ接種部位二於

ケル受化ノヽ前年二比シ著シク軽ぼニシテ、37名

ノ接種者中19名(51．4％)ノヽ全ク異常ナク、硬

結12名(32．4％)、膿瘍５名(13.5勿一シヘ

潰瘍ヲ生ぜシモノ僅力こ-１名(2．7％)ｦｰ認ノ'タ

ルニ過ギズ、是等愛化計18名48.6クシヽ前年度

ヨリ浅カニ低卒こ一一・止レリ。、而シテ本年度｡・ヽ0．02

mgノ菌量刊妾種シ、今日迄３ヶ月諦ヲ･経過セ

ルモ、接種者35名中米グい所受化人生ゼシ者

１名ラモ見出サずルノ｀ゝ前２ヶ年二比シ著シキ相

違ナリ。以上３ヶ年間ノ成績侈比較･いレへ其

ノ接種菌;1レ・著シキ差異ナク、叉接種方法、接

種時期等ニモ受動ナキニ拘ラズ、斯ノ如勺妾種

局所ノ愛化二大差丿生ゼシハ如何ナル原因二嫁

ルモノナリヤ未グ側然セザルモ、蓋シ接種菌ノ

毒カノ相違二因ル處大ナラント思考ソ､。サレバ

前２ヶ年二於テ、共二膿瘍形成ラ生ゼンモ14年

度ノ夫レノ｀ゝ殆ド１同ノ穿刺排膿ニョリテ速カユ

治癒シタルモ、13年度ノ膿瘍二於テハ数同ノ連

偵穿刺ニモ拘ラズ遂ニハ白潰シテ潰瘍形成二到

レル者可成りノ数二認ノタリ。とl／叉接種菌ノ

毒カノ相違テ物語ルモ・ナルベシ。次二昭和13

年度接種者二於ケル局所憂化ノ経過テ簡軍二記

スレバ、接種直後ハ異常ナク約２週後二到リテ

接種部位二小ナル硬結ヲ生ゼシ者少数テ見ルニ

W
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及ビ、接種１ヶ月日ノ検査二於テ八末グ膿瘍ヲ

形成セル者ナキモ、硬結ヲ鯛レタルモノ15名

(41．7％)テ数へ、其大サモ米粒大ヨリ大ナノレノ'ゝ

直経約３Ｃｍ程二及ビ軽度ノ歴痛ヲ･認メタルモ、

大部分ハ１Ｃｍ程度ノ直ぼニシテ特別ノ苦訴ハ

訣如セリ。其後少敷ハ硬結急速増大軟化シ、約

１．５ヶ月後既一自然二破潰シ潰瘍トナリシ者２

名アリタリ。約２ヶ月後ノ検査二於テハ前同硬

結ヲ･認ノシ者ヨリ12名、無受化ナリシ者ヨリ

５名ノ膿瘍形成者り見出シ、更二新二硬結ラ生

ゼシ者10名テ登見セリ。而シテ此ノ膿瘍ヲ･認

ノ･シ者ハ總テ穿刺排膿セルニヽ１同ノ穿刺ニテ治

癒セル者僅カユ４名ニシテ、他・ヽ数同繰返シ穿

刺テ行ヒシモ漸次表皮非庫トナリテ遂二白潰シ

テ潰瘍テ生ゼシ者６名二及ベリ、、此際生ゼシ潰

循ハ殆ド總テ定型的ノ結核性潰瘍ノ外観テ呈

シ、疼痛軽度ニシテ日常勤務二支障ラ来セル者

ナク、大部分ノヽ直径２Ｃｍ前後ノ大サテ示セリ。

而シブ･治癒法1ヽシテ丿ヽ主トシテ太陽燈照射及ど

｢マーキュロ・クローム｣軟膏塗布ノレヲ用ヒ、

約１乃至２ヶ月後總テ蝦痕ヲ胎シテ治癒セリ。

叉是等址瘍形成者21 ?1 ノ第１同穿刺液塗抹標

本二於テ、全例二抗酸性菌ｦ一段明シ得タルモ、

穿刺ノ縫禎卜共二菌検出牢ハ漸次低下シ行ケ

リ。

　　　　　　　　　　　　

第５節

　

ＢＣＧ接種後ノ「ツ」反感成績

昭和13年度ＣＧＢ接種者36名二於テハ接種後

　　

80.6ﾌﾞ≒、82．9％、84．8％ト漸次陽性率ハ上昇

３ヶ月、６ヶ月、12ヶ月、18ヶ月及ビ24ヶ月

　　

セリ、而ふテ2000倍「ツ」反感陰性者テ更ニ100

日ノ５同二亙リテ「ツ」反庶ヲ･検セルニ、其ノ陽

　　

倍稀郡「ツ」液ヲ･以テ検ソヽ･レ時ハ、其ノ總陽性率

性率．･ヽ第７表二示ス如ク、接種後３ヶ月目ニヽハ

66．7％ノ陽性糖化亭ヲ･認八爾後更ニ66．7％、

ﾉ｀ヽ３ヶ月及ビ６ヶ月94.4χ、12ヶ月97.2%、

18ヶ月以後100．0％予示セリ。卸チＢＣＧ接

第７表

　

ＢＣＧ接種後ノ「ツ」反昿陽性卒

接　　種

年　　度

接　種
菌　量
　(mg)

局　所

礎化率
　(％)

2000倍「ッ｣反鹿陽性率(％バ括弧内心100倍｢ッ｣反感迄)

３ヶ月 ６ヶ月 12ヶ月 18ヶ月 24ヶ月

昭和13年度 0.02 80.6 66.7 (94.4) 66.7 (94.4 80.6　i97.2ﾝ 82.9(100.0j)18‘L8(100.OJ

14 0.03 ＼,.,3.6 78.4(100.0) 89.2(100.0 83.8(100.0) 未　楡

15 0.02 O　1 62.9(100.0) 未楡
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種 ニ ヨ リテ「ツ」反慮 ハ弱腹 懸 乍 ラ3ケ 月後 ニ八

筋 二殆 .ドスベ テ陽 性轄 化 ヲ來 セルテ認 メ得 タル

モ ノナ リ。叉14年 度接種 者37名 二就 キ テノ・、3

ケ月後78.406ケ 月 後89.2012ケ 月後

83・8%ノ 陽性 率 テ示 シ、1ケ年後 二於 テハ6ケ 月

目 ヨ リ梢 く低率 ナルモ、是等 ノ、100倍 「ツ」腹癒

迄:検 ス レバ 常 二100.0%二 陽性反慮 テ 呈 シタ

リ。叉之 テ13年 度 ノ成 績 二 死 ス レバ、接種菌

量 モ亦多量 ナ リシが其 ノ陽性傘 ノ・毎回 ノ検査 二

葉8表BCG接 種後 ノ「ツ」反懸(a)

姓 名

昌
■
i
■
]
■
■
i
■1一 一
一

■
■一
■
■

■
22Ti『

1一

呂

■
■
■
■
i
■

μ}

一」

4

5

6

7
・

8

9
」

9
」

9
伸

9
～

9
～

29

03

13

所

化

局

愛
飴牛

シ

結

ナ

硬

19

17

瘍潰16

シナ17

瘍膿18

上同18

上同16

瘍潰20

シナー
}一

21

瘍

結

膜

硬

16

20

上同18

房

瘍
塁
潰

16

19

雛
　盤

縫

η

」η

娼

-。

一B

一p

「η

η

弼

一F

一節

π

シナー6

瘍潰17

シナ17

瘍
王讐

18

18

於 テ常 二梢 ≧高卒 ラ示 セ リ.次 二 本年度BCG

接種 者35名 二 於 ケル3ケ 月後 ノ 「ツ」反慮陽性

傘 ハ62.9%ニ シテ、前2ケ 年 二 死 シ低率 ナル

モ、之 テ100倍 「ツ」反慮迄検 ス レバ100.0%二

陽 性轄化 セル テ知 レリ。

第8表 ノ・各個人 二就 イテ「ツ」反 慮陽性度 ノ推移

テ示 セルモ ノナ リ。

次 二BCG接 種 後 「ツ」反 慮陽性轄 化迄 ら 幾程 .

ノ時 日テ要 スル モ ノナ リヤテ知 ラン ト欲 シ、本

昭和13年 度接種者(接 種菌量0.02mg)

「ツ」 反 磨

3ケ 咽6ケ 月1・2ケ 川 ・8ケ月124ケ 月

一(+)1一 曳+)

陛(+ジ

`一(什) 一(什)

十 一(鞠
1十 退 學一 一 圃

十

}1

一㈹1++ 十 柵
一(柵) 一(+) 冊 柵 什

十 十 十 一(続) 一(+)

柵 +1什 冊 柵

十 +1+ 什 十

十 一(+) 什 冊 柵
o

+1+ .一(什) 十 朴一

十十1十 柵 朴 什

+i+ 十十1十 十

十

十

十

一(+)

什

+隣
　

十

十柵 朴

+1什 十 十

一(柵)L 十1十 朴 什 1
十1十

什

　

一1± 什
`-一`置

柵

}++ 冊 十十 ±+一一一

什

十

十

一(+)

十

一(什)

十

一(十)

十

十

十

十

什

十←

柵

珊

珊

十

珊

珊

十

1柵

「 ・++)

退 學

什十

十

十i十 十

]+
」++ 冊 柵

1
一(柵)

鼎

十

什

器

十

一(十)

一(十)

;

柵

十

一(一 バ+ 十十 柵
一

十十

+1什 十 一十 甘
一(一)1一(一) 一(+) 一(十) 一(十)

1十
i十

一(柵 ♪
十十 退 學

一 一
」

一(柵)・+ 1十 十 一(柵)
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32 ■ 181同 上 一(柵 ♪;一(冊 、
1

1十 r

+一(什)

33 ■ 18 同 上 +巨 十 十 什
34
一
■

一

17 同 上 +}+
一
一 「++) 十 十十

35

二36一'

一昌
,

18 ナ シ 一一(+)に(什) 一(什) 一(柵
.1 柵

19 膿 疹
t

一(++)一 ζ一)
一66コ ー

66.7

柵 什
{「ツ 」 反 応 陽 性 率 て%ノ'一

(括 弧 内100倍 「ツ1反 雁 迄) `94.4)レg4.4)

一r一)

1僻 膏 「、1獅
噌r-

1(84.8100.0)

第8表(b)昭 和14年 度接種者(接 種菌量0.03mg)

番 號 姓 名 年 齢 局所攣化

「ツ」 反 吃

3ケ 月後6列!12ケ 月

1 一 17・ 膿 瘍
一}一

十 十 十

2 一 、8司 ナ シ 一(創 一≡C++)
一

一(什 ノ

3
一 一

「

16廻 上
一 一1

十1十

『

惜
4 一 181硬 結

一 一

一 「十十' 1十 一r柵)

5 一 181同 上 十十

一

什
6

　 ■ 17 1ナ 司+一 一 一

什
一一 一}　 一_一 一 一

一(F柵 ワ
1什

7 一 18 硬 結1+ 2十十
1十 十

8 一 17 同 上 十 十

一一一一一

十'

9
一 一 17

一 一

ナ シ 十十 十 帯
10 一 18 硬 結 朴 +]惜
11 一 20 ナ シ 一(冊) 十1十

12 一 16

k一肩一 王『じ年

8____一

i十十 柵

13 一 17 同 上 十
一 一}} +ゴ ニ(+)

14 一 16 同 上 一(軒) ++;一(+)

15 一 119 膿 瘍 柵 +1+
16 一 17 潰 瘍 十十 柵 十

17 一 17

一

ナ シ' 十十 朴 督
18 一 18 膿 瘍 柵

i『}'一『}司

十十1柵 ・

19 一 17 同 上

一

十十 惜 十

20 一 19 同 上!柵 十}冊

21 一 18 ナ シ,一 「柵) 柵 「
22 一 17 同 上1十 朴

一 一 一一 一

十十
一 一 一一一一一 一・

朴
一_一

23 一 18 硬 結 柵 十十1十 十

24

一一

一 17 ナ シ 十
!

十十1十
1

25 一 16

一
同 上

幽 一一 一 _

甘
ト柵 「:「26 一 19

一一一一 一

同 上 + 一_+「 　 ニ マ ー
27 一 18 硬 結 冊 骨1++

28

一 邑一`

一 20

　 一一

!

ナ ジ下:二 珊'1++『 一{

同 」「 一拝 』■=+),一 一一 一一一
++:++'柵

一一 　 一『一一 一

　

一(十)

29 一 21
■一 『

十

30

一
一 171同 上

1

一一 一『一一 一 周

ーム

9旬

Qσ

3

3

3

一一
一一
一

17 硬 結 十 什 一(十)

17
{一 一_一 『一_一 一一

ナ シ 十 十 十1

16

一

同 上;柵

「奇 上 「

i十 十}十i

34 一 18 ++司+
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35

36

37

17

19

21

同 上

硬 結

同 上

一(什)

一(帯)
一

1 78.4
(100.0)

朴

十

什

十

「ツ」反 鷹 陽 性 率(%)

(括弧内100倍 「ヅ 反鷹迄)

一(什) 十
一

(89.2100.0)11器:1)

第8表(c)昭 和15年 度接種者(接 種菌量0.02m9)

i
…番 號

ト

姓 名 年 齢

1;一116

2巨 一!17
31一;17

4}一 ・17
『

5

}

■ ・17

一[一

i
6 一 19

「

7 一 {16

8 _i ・16

9 一i 19

10 一 に17
11 17

『

12

一{
一1 17

一

13 21
1
「■

14 ■ ;18
「

15 _1 17

16 i18'一
一一一 一 一

一
一}

17 119
18 一 i18
19 17■■ 璽⊥

皿

20 20一
21 _1 16

22 旧■■ 18

23 1一 17[

24 一 i203
117■

一_一}

25

26

27

■}23一一 1

-119
28 一 l

l16

1729

一
一1

30 一 }181
31 一

1・7
32 一 i19

33 ■■■{ 18

34 ■ !19 l

l
卜■11935

-一一 一一一一 」一ーり 一7

「ツ 」 反 晦 陽 性 率(
(括弧内100倍 「ツ」反噸

嘲

局 副 「ツ」

墾 化10日 後

全 十

部 十

ナ

シ'

反

十

十

朴

休

十

十

十

2・司1ケ 月

什

十

十十

十

十

十

什

十

十

十

十

十

十

十

十

十十

十

十

十十

朴

十
『 十

十

什

十十

十十

十

什

骨

十十

2ケ 川3朔

+[一(+)

+}+

十 十

1++

十

柵

什

休

十

十

十

十

十

朴

柵

十

十

十

十

柵

一(柵)

十十

十

十十

一(柵)

柵
一(++)'

冊

十

十

一(++)

十

十

十

一一一(柵)
一(+十)

十十

十

一(帯)

冊

一(柵)

C(珊)

十

十

一(+)

一(什)

十

一(柵)

柵

117・7142・9

十 十 十
51・4152・9レ

1器:8)
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年度接種者二於テ接種後10日、20日、30日及

ビ以後１ヶ月毎ニ｢ツ｣反咆ヲ･検セルニ第９表二

示スガ如キ績成テ得タリ。

　

第９表

　

ＢＣＧ接種後｢ツ｣反庖陽性時化迄・期日

ご 10H 20日 1ヶJﾐl ２ヶ月 ３ヶ月

検査總斂 34　　　　35 35 34　　1　　35

陰性者 28　　　　20 17 16 13

陽性者 ６ 15 18 18 22

陽性率(％) 17.7 1 42.9 51.9 52.9 62.9

　

ｔツ」よ

接種後
-

　

３

-

ヶJi

しヶn

12ヶJ］
一一
18ヶ月
--
24ヶ月

6ヶ
-
12ヶ

JI‘白

白

検査

總敬

36
－
36
－
35
－
33

37

陰性者

１２

　

１
-

　

７

　

’

-

　

６

　

ｉ

ヨ

４

－
６

陽性者

　

21

　

！

ふ↓

－
29

－

29

－
28

33

－
31

陽性率

　　

-
％ハ。

＋ 十十

貨剔

　

ぢ

　

i官敷

66.7 1　20　83.3　　3

66.7
-
80.6

829
-
84.8
-

　

（b）

89.2
-
83.8

20

　　　

83.3

　　　　

↓

- -　･･---
14

　　

48.3

　　

9

一一一
11

　　

・

　

37.9

　　　　

8

7

　

250

　

12

昭和14年度接種者

Ｈ

名中20名､・ヽ直径15mm以下ノ殼赤ヲ示シ(S3.3

％)、(朴)ハ３名(12.5乙)、(佃一戸ヽ１名(4.2が)

ヲ･認メタルニ過ギズ。６ヶ月後ノ｢ツ｣反嘸ニ

アリテモ略ｌ同様ナル成績ニシテ、陽¦生者

24名中(十トハ20名(83.3％)、(朴)４名(16.7

％)－シテ(州･)以上り匪陽性反息テ示セル者ナ

シ。然ルニ接種後１ヶ年目ノ｢ツ｣反意検査二

於テノヽ、其ノ陽性察モ80．6χニ上昇セルモ更

こ陽性度二就キテハ、(十)14名(48．3％八ぐ升)

39.4
-
45.1

16
－
10

ち

12.5 1　1

16.7
-
31 1

７（

一 一

42 ９

↓利5

-
32.3

０

－

３

-丿

４

－

３

４

－
４

桐･

１２

12

冊

一一一

　

-
０

一一

０

㎜■-

３

一

一

Ｏ

－

３

％
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印チ本年度接種者二於テハ｢ツ｣反底陽性糖化卒

ハ前２年ノ成績二比シ梢口氏率ニシテ、此ノ成

績ハ接種後陽性糖化迄ノ期日ザ検索スルニハ梢

l:不充分ナ･●ド｀、衣二親ル如夕接種10日後ノ

｢･ｿ｣反嘸陽性阜ハ17．7％ニシテ、20日後二於

テノヽ既ニ42.9%、1夕月後ニハ51.4％テ示セ

リ。郎チこヨリＢＣＧ接種ニョリテこツ｣反庖ハ

大凡20日後二於テ既二陽性糖化テ来スモノナル

ｊ知り得べ゛シ。

　　　　　

’

　　　　　　　

第６節「ツ」反套陽性度ノ推移

次ニＢＣＧ接種後ノ「ツ」反磨陽性度ト検査時

　　

生ジタル者ハ比較的強度ノ「ツ」反感テ示ス=モ、

期トノ開係７観ルニ第10表二示フ、如シ。元来

　　

此ノ場合ニアリテモ自然感染ニョル陽性糖化ニ

ＢＣＧ接種ニ

　

ヨ

　

ノレ「ツゴ反｡嘸八一般二弱反感ニシ

　　

比フ､lノバ尚弱反感ニ1レレモノヽ如シ。昭和13

テ、僅陽性糖化ハ殆ド見ラレザルモノナリ。但

　　

年度ＢＣＧ接種者二於テ接種３ヶ月後ノ「ツ」反

シ余等ノ経験ニョレバ接種局所二著シキ宛化テ

　　

庶陽性率・ヽ66.7ズエシテ、其ノ陽凹五輪化者24

　　　　　　　　　　　

第10表

　

ＢＣＧ接種後月数ト「ツ」反喉陽性度トノ関係

　　　　　　　　　　　　　　　　　

（ａ）昭和13年度接種者

一一一一-一一一
匹¦％

4.2
-

　

0
-
10．3
-
13 8
-
10.7

１

--
９

‥ 一 一

賓吸

一 一

　

0
-

　

0
-
10.3
一一
20.7
-
21.4

９名(31．1幄り、(併)及ビ(冊)汚々３名(18．3X)

トナリ、一般ニ｢ツ｣反庶ハ強度二韓示セルヲ認

ノ･タリ。此ノ開係ハ１ｙ年牛後、２ヶ年後二到

り一層著シク現レ、２ヶ年後二於テハ弱反庖タ

ル(十)ハ僅カニ全陽性行ノ４分ノ1･25．0匹ノニ

シテ、(廿ﾉ最多数トナリ(42.9岑リ、■Ht)10.7賜、

(冊)21．7Xラ示セリ。

　

印]チＢＣＧ接種後時日

ノ経述ト共ニ｢ツ｣反庖陽性度､ハ強度二傾クヲ認

ノ'タリ。叉昭和14年度接種者二於テハ今日迄
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未ダ約１ヶ年ノ経過ニシテ、且此ノ際ハ接種３

　　

シ、叉安宅氏ノ金大看護婦二於ケル調査ニテ

ケ月後既二其ノ陽性度高率ナル篤、前述ノ開係

　　

ノヽ、入學時54.3^、1ヶ年後61．8X、2ヶ年

ハ明カユ認ｙ得ず･レモ尚幾分其ノ傾向アルテ鞭

　　

後81．0χ、3ヶ年後80．5χ、4ヶ年後93．0χ

察シ得ルモノナリ。斯ノ如ク看護婦二於ケル

　　

ナリト云フ。斯ノ如ク看護婦二於ケル結核自然

ＢＣＧ接種後バツ｣反礁八時日ノ経過二従ヒ其

　　

感染ハ迅速二行ハルヽモノーシテ、此ノ現象ノヽ

ノ陽性率ノ上昇lヽ共二亦陽性度ノ噌強テ来スモ

　　

ＢＣＧ接種者二於テモ亦免レ得ずルモノナル・ヽご

ノナルヲ'認知セリ。此ノ成績ハ余等ノ中等學校

　　

シ。而シテ一般ニＢＣＧ接種後ノ｢ツ｣反憲ハ弱

生徒二於ケル経験ト梢ｌ趣丿異ニ

　

ノ、ﾉﾚ鮎ニシ

　　

反嘸ニシヘ自然感染ニョル夫レ､ハ強陽性反塵

テ、之二看護婦ナル生活環境二由来人ル處大ナ

　　

ヲ呈スルモノナルハ、現今大値二於テ異論ナキ

ルモノナリト思考ノ､。印チ前述ノ如ク看護婦ハ

　　

處ナリ。然ラバＢＣＧ接種者二於テ、之二結核

其ノ職業上絶エズ結核感染ノ危瞼二曝サレ居ル

　　

自然感染起りタル時｡ハ其ノ｢ツ｣反憲ハ必ズ強

モノーシテ、事盲極ノテ速カユ結核自然感染ノ

　　

陽性ヲ･示スモノナルヤ､ハ疑問ニシテ、13年度

惹起セラルヽモノナリ。今過去ノ成績ヲ観ルニ

　　

ＢＣＧ接種者ニアリテ接種後２ヶ年間ニ｢ツ｣反

昭和11年度入學者ニアリテハ、入學時｢ツ｣反態

　　

嘸強陽性ヲ示シタルモノノ｀ヽ36名中16名(44.4

陽性率41．7％ナリシガ、１ヶ年後＝ハ･;2．１％、　　％)ニ過ギズ、之サ過去ノ成績二比スレバ甚ダ

２ヶ年後79．6χ、3ヶ年後91．7％、4ヶ年後

　　

低卒ナリ。サレドＢＣＧ接種考二於テ或ル時期

95.0ガト上昇シ、叉12年後入學者ニアリテハ

　　

ニ急ニ｢ツ｣反慮ノ強陽性グ示スニ到レル者ノヽ、

入學時32.9ガノ陽性駆が１ヶ年後ニハ67．2％、

　

之テ結核自然感染者ト見倣シ、余ハ其後一層眼

２ヶ年後82.8^、3ヶ年後90．6％サ示セリ。

　　　

重二其ノ健康状態ヲ･監視シ来レリ。こヲ･要フヽル

貴島、舶松氏ハ阪大看護婦二於テ入堅時33.3

　　

ニＢＣＧ接種後相常期間経過セル者ノ｢ツ｣反憲

一45．1％、1グ年後68．9％、2ヶ年後75．0巡、・

　　

ノ意義判定ハ甚ダ複雑化セルモノト謂ヒ得・ヽご

３ヶ年後88.3ﾌﾞ凪

　

３ダ年後93.3 %ナルサ報告　　シ。

　　　　　　　　

第７節

　

ＢＣＧ接種局所慢化ト「ツ」反吉陽性串トノ開係

ＢＣＧ接種局所愛化ト「ツJJ丈臆陽性率政一陽

　

「ツ」反恚陽性率ハ漸次上昇ノ傾向ヲ･示セルモノ

性度トノ開係ヲ･観ルう第11表才一示ノ、如シ。

　　　

ナリ。第11表（ｂ）､ハ昭和14年度接種者二於夕

（ａ）ハ昭和13年度入學者二於ケル成績ニシテ、

　　

ル成績プ示スモノナリ。茲二於テモ同様二局所

接種３ヶ月後ノ「ツ」反嘸陽性率）ヽ66．7.％･ナル

　　

ニ帰化テ生ゼシ者、就中膿潰瘍ダ認ノシ者ノ

モ、之ヲ･’必所噫化1ヽ對比フ､レバ、ﾘJ所無噫化ナ

　　

「ツ」反嘸陽性阜ハ高率ヅ示セリ。而シテ叉１ナ

ル者二於やハ僅力-=-14.3 ｙリリレニ、局所二硬　　年後二於ケル陽性度ダ観ルニ強陽性者｡ハい所無

結ヲ生ぜシ者ハ66．6％ニシテ、叉膿潰瘍ラ生

　　

疑化者二噌加セルグ認ノ･タリ。今「ツ」反庶ト結

ピシ者ノ「ツ」反嘸陽性率ハ82.6ズサ示セリ。印

　　

核免疫トノ間二一定ノ開係ヲ認容シ得ルトセ

チＢＣＧ接種後バツ」反礁・ヽい所二分化り認ｙ

　　

バ、ＢＣＧ接種ニョリテ局所宛化サ生ズル､ハ賓

シ者二於テ其ノ陽性察著シク高率ニシテ、且叉

　　

際問題トシテハ甚グ不快ナル現象ニシテ改善ノ

其ノ陽性度彊キサ示･｡モノナリ。而シテ此ノ開

　　

急務ヲ･要ソヽモ、篤二高度ノ免疫カサ獲得シ得テ

係ハ各検査時期ノリ!jジテ常二明カナル事賞ナル

　　

ＢＣＧ接種本来ノ目的二副ヒ得ルモノトセバ、

モ、前述ノ如ク接種後約１ヶ年ヲ経過シタル頃ヨ

　　

多少ノ副作用ノ登生ヲ･決シテ高價ナJレ犠牲二非

り自然感染者ト認ム⌒ごキ「ツ」反嘸陽性輯示者増

　　

デルモノト信ズルモノナリ。

加シ、こが局所無愛化者二比較的多キ開係上其
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第11λ

　

ＢＣＧ接種局所慢化ト「ツ」反唯陽性卒トノ開係

　　　

（ａ）昭和13年度接種者（接種菌量0．02 mg）‘

-

接種
後ノ
月敷

｀　　「ツ」
　　　反咆ﾐ

局所
　植化＼

機先

徳斂

200倍「勺反感 100倍「ッ」ぱ噫ﾐ 總　計

陰性錫性陽性半
　咎レ咎　・％）

＋ ++ m #
陰性

　者

陽性

　者
＋ 十十 州･ 　　陽性冊　者 陽性率　r％）

３

ケ

月

無植化・７ 馴１ M.3 　１

－－　一一

　↓

！　｜ ２ ４ ３ １ ５ 71.4

硬　　結　　６ り
－ 4べ66.6 ０ ２ １ １

１
一一
　３

５ 100.0

膿潰瘍　23 ４ 19 82.6 15 ３ １ ０ ４ 23 100.0

計　　36 1 12 24

　3

　66.7

－　　一一一
　4:2.6

2 0

　 　 ● ･ - w

　 2

引１ ０１２ 10 4 2 ＼ 4 0 34 91:.4

85.7
６

ケ

月

無縫化 ７ ４ １ １ ３ ２ １
-

６

硬　　結 ６ ３ ３ 50.0 ３ ０ ３ ２ １ ６ 100.0

膿潰瘍 23 ５ 18 78.2 15 i- 3 １ ４ ２ １ １ 22 95.7

計　　136∩レ2↓ 66.7 20 1　↓ ０ ０ ２ 101 6
9

｀W 　２-一一
２ 34 91.4

12

ケ

粗慢化 7 14 3 4:2.9　，　1１ １ ０ ４ ２ ２ 7 ilOO.O

硬　　結 ６ ０ ６ 100.0 ２ ２ １ １ ０ ０ ６ 100.0

膿潰瘍 23 ３ 20 86.9 I 11 ６ ２ １ １ ２ １ １ 22 95.7

月｜　　計 36 ７ 29 j 80.6 14 ９ ３ ３ １ ６ ２ ３ １ 35 97.2

18

今

月

無縫化 ７ ３ ４ 57.1 １ ３ ０ ３ １ １ １ ７ 100.0

硬　　結 ５ ０ ５ 100.0 １ １ １ ２ ０ ０
１

　　　　　４

５ 100.0

膿潰瘍 23 ３ 20 86.9 ９ ７ ４ ０ ３ ２ １ 23 100.0

計 35 ６ 29 82.B 11 ８ ４ ６ ol　６ １ 石　１ １ 35 100.0

24

夕

月

無縫化 ６ ２１　４ 66.6 訓 １ Oi　２ １ 剔　　｜　　1　6ilOO.O

硬　　結 ５ ０ ５ 100.0 ２ １ ２ ０ ０ ５ 100.0

膿潰瘍 22 ３ 19 86.4 ５ ９ ２ ３ ０ ３ １ １ １ 22 100.0

計　133 ５ 28 84.8 !　7 121 3 ６ （（　５ ２ ２ ０ １ 33 100.0

第11表 (b) 昭和14年度接種者(接種菌M:0．03mg)

接種
後ノ
月敷

壮

礎化

検査

絶版

200倍「八反庶 100倍「已反哩　　總計｜

叩六戸町ｱ＋　　十十　併¦冊回jtﾜal生十升 併
　１

　　鵬性冊ｉ者 陽性率C％）

３

夕

月

無縫化け９１ ５ １『７４=．１８１ ５１ １１ ０　　５　　　）２ ２ 19 100.0

硬　　結 12） ９ 75.0　4 ３ １ １　　０　　３ ２ １ 12 100. tf

膿潰瘍 ６ ０ ６ 100.0 1 ソ･Ｗ
り

pW
１　　０　　０１　　ｊ　　ｉ ６ 100.0

計　　）７１　８ 29 78 4　　13
　１０ １ ４　　２　　０’８１ レ　2 12 37

---　--　　　　　－　　--　-ﾐｰ=　　　　　　　　　　　　　　　-i=ﾐ__　　　　Jﾐ　　　．
　　９１　２，　　，０１　３１　１ｉ　柏　　１　１ス9

100.0

　　一一100.0６ｉ無慢化け9 ３ 16 84.2 I　5

今

月

硬　　結 12 １ 11 91.7 〃　　　　●ヤ　６ ０ １ １ 12 100.0

膿潰瘍 ６ Ｏ
！　６ 100.0・　３

　・　　　ｉ
１ （　　１　０ ０ １　６100.0

計 37 い33 89.2 13 16 ２ｊ　　Ｏﾚt １ 　　　ｊ
－　　－
　　　１

０
　１----
37 100.0

12

ケ

月

無縫化 19 ４ 15 78.9 ６ ５ ３ １ ０ ４ ３ 19

12

100.0

硬　　結 12 ２ 10 83.3 ４ 〃に） １ ０ ２ １ １ 100.0

膿潰瘍 ６ｉｏ ６ 100.0 ４ １ １ ０ ０ ６ 100 0；

計 37 ６ 31 83.8 14 10 ４ ３ ０ ６ ４ １ ０ １ 37 100.0
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第８節

　

ＢＣＧ接種局所鎚化ト「ツ」反吉推移トノ開係

ＢＣＧ接種後ノ「ツ」反庖八時日ノ経過ﾄ共二

　　

推移トい所見化トノ間二何等カノ開係アリヤヲ

ー或者二於テハ強化シヽ叉或者ニアリテ川

種.々ナル９動サ示スモノナルモ、足等ノ時間的

　　

月、24ヶ月ノ「ツ」反嘸陽性度ヲ前同ノ夫レト比
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第12表

　

ＢＣＧ接種局所愛化トい｣反吃推移ト・開係

（ａ）昭和13年度接種.咎

（１）

　

局所
＼

　

帰化
「ツ」
丿

　

Ｊ

　　　　

～

反昨推移ぐ

　

＿._

　

_＿

強
化

一
不
植
-
弱
化
・

陽→陽｜
-¦

陰→陽
一
陽→陽

陰

一

陽

一一一

陽

-－陰

→ 陽
一

一Ｆ
‥ -

　　

局所

　

＼、愛化

ッ」

　

｀ニ
反喉推移

強
化

不
植

弱

化
－--

一一一--
陽→陽

一
陰→陽
一
陽→陽

一
陰一にﾄ

陽→陽
！

ｉ

″

陽→仁

計

征
樋
化

６ヶ月

硬

結

１

一 一 一 一 一

ｊ

一一

１

-

ｊ
ｌ

　

一

　
　
　

一

　

２

-･

　

２

-

　

２

一

一一

- ・

６

一
・

－

―

！

‐

‐

‐

膿
潰
瘍

-

　

ソ

一－

　

２

-
１１
-

　

２
-

　

３
--

　

５

一 一

膿
読
瘍

？
―

３

－

　

９

－

　

１

－

　

１

－

　

２

－

２３

3ヶ)]

㎜

計

－

　

－

　

２

　

５

-
Ｈ

→

　

７
-

　

３

l
Ｏ
　
　
　
　
　
　
Ｃ
Ｏ

　
　

Ｃ
Ｏ

ｉ

3ヶn

－
5

-
13

-
38

-
19

-
8

-
13

　
　
　
　

・
2
5

　
　
　

1

へ
‥

　

計
一
９

81

一
白

”

　

4U

一一

　

１

-

　

３
- － - -

‐

１

１

36

％

【第18巻

６

－

９

-Ｊ

９

－

４

－

３

－

９

19.5

58.3

22.2

一 一 -

％

一 一

０

-･
２

－
６

１

―
―
―
・

不
帰

陽→陽 1 I　１ ９ 11 31.4
40.0

陰→陰 ３ ３ ８．６

弱

化

陽→陽 ０ ０
８．６

陽→陰 Ｉ ３ ３ ８．６

計 ７ 巾3 35 100.0

＼、}M

　

＼、

「-ﾂ」

　

反喉推
陽

一

陰

--一一

陽

. Ｚ

一 一

弱
化

陽
-

樋化

穆＼
→

-

→

→

陽

(5) 18ヶ月

陽

-－

→陽

陽→陰

-一一

無
縫
化
ノ
１

１

－

３

９

{Ｗ

－‥－

41.7

11.1

-

-ﾐｰﾐ･W

　

-一

計

　　

Ｏ

(6)

　

局所

　　

ｉ

　　　

墾化バ

ツ」
又:昨推穆

- － -

強

化

一一一

仁

樋

征
縫
化

リ
」
．
１

３

－

１

-

｛
／
ｆ

６

膿
潰
瘍

一 一 一

一
一

一一
町

一-･
引

Ｉ

Ｉ

６ヶ月

㎜

　

ぐ

　

∩

計，
一一一

　

１１

一一一

　

８

-

　

３

１
　
　
り

ｌ

ｌ

12ヶ月

㎜

　

引

’

－

Ｆ

－

－

―

％

54.3
31

-

34.3

11 ｡ 1

40.0

31.5

28.5

２

－
１

一
１

一 一

一 一 一 -

-‥一一

lヽ！

（２ ）

　

12ヶ月

硬

　

結

Ｉ観
分
化

　

３

- ﾐ

-

　

３

Ｗ ¶ -

１

７

22

－
25

一一

　

８

一一

　

２

－

　

８

28
－
11

－
22

－

　

8

－
19

･－

　

8

４

－
９

－
７

－
６

･-
８

－

６

100.0

６

－

４

　

-ﾐ

９

－

６

－

９

－

６

％

100.0

ト

　

ﾄﾞ
-i∇

硬
結
憎

　

２

--

　

１

－

－－

　

・

　

５

５

１

一一

３

５）ﾄ（

18ヶ月

膿
潰
瘍

　

６

-

　

３

-

　

６

- - 一 一

- － -

　

５

匹｡

　

3

-¶’

23

一 一

１

リ9

1W･W

22
－
30
－
11

　

2.8 i廿

（3）

　

12ヶ月：６ヶ月

100．0

陰
陽

－．’卜｀

　　

し．

,゛11些

陰

に

　

一

陽

陽

計

→

-

→

陽→陰
一一

計

「

　　

局所

　

へ

　

曼化

ッ」

　　

｀
反庶推移

　

。
陽一・陽

陰→陽

陽→陽

陰→陰

陽一・陽

陽→陰ｊ

征
分
化

鍼 ㎜ ㎜ -

１

１

硬

結

　

３‘

－一一

　

卜

　

____1_

　

∩

　

－⇒--

７

３

一一

３

一 一 一

６

膿
沁
瘍
一
７

縫化

移
－卜

一

→

陽

一-

陽

Ｏ

川
-

　

８

-

　

１

１

一一

２

一 一 一 一

-

23

(4) 18ヶ月

無
縫
化

３

硬

結

　

２

－
２

膿
読
瘍
・
’
ノ
４

/へ

訓．６

22

－
22

－
11

”
:')

一 一 -

８

２

－

２

---

１

-
．６

-
．３

100.0

％

‾‾‾

　

‾‾

　

‾‾゛SI

　

Z5.7

にこア51.4

　

弱

　

化

－･--

弱
化

.J
計

－

　

－

１０

　

４

－

　

８

－

　

３

－

　

７

－

　

３

痢

（7）

　

24ヶ月

　

３ヶ月

ﾌﾞ恥袖け¦?ホ

　

％

岫

万推

よ

ぺ

］

化

いい

瘍割り

ｰ一一--=一一一一--

　

---一一=-a----=乙- ----ﾐｰ一一　-w-　　　　　〃=-　　　-“--

怪

　　

陽一゛陽

　

1

　

1

　　　

1

　　

10

　　

12

　　

36 ｡
‘･ﾘ

　　

ｰ

　

一一一一一一一一一一--ヽ-一一一一57
6

化

　

陰一陽

　

3

　　

2

　　

2

　　

7

　

21.1

--‥---------

不づ?£ブ腸

_。_

二二

｡_

9］ﾖこ

― 29.4
墾

　

陰→じ

　

j

　　　　

2

　

4

　

12.1

白

っ一一一一

¦

一

己己

　

陽→阻｜

　　

１

　　

１

　　　

０

　　

０

　

1

33

強
化

不
縫

弱
化

－ - -

訓

肘所

ｌ

　

ツ」

　

反咆

Ｍ
ｒ
１
５
４

推

陽
一
陰

11
－
8

８

　

４

一 一

２

－

３

36

３ヶ月

　

い
｀
Ｉ

　
　

Ｆ

　

９

″
”
Ｌ

　

‘
一
ｉ

　

一 3.0 I

"
100．0９
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(8) 24ヶ月：６ヶ月

　　局所

　　　、鑓化｢ッ｣

反鹿推移｀凪

拠
誉
化

硬

結

膿
潰
瘍

会ヽ

計
?ぶ

怪
死

陽→陽１　２；　２
--
陰-･陽　２二Ｆ

９ 1利39.4

４ ８ 24･.2　ﾆJ｀’゜｀J

不
穏

陽→陽；　　　１ ５ ６

３
　18.2一一－，27.3
　　9.1陰→陰　２ １

弱
化

陽→陽！
　　　Ｉ　　　　Ｉ

１ １ ３．０・
　　ｊ　９．１6.1 1陽→陰 ！　ｙ　２

計 ６ ５ ２ど 33 100.0

（９） 24ヶ月:12ヶ月

｀、、局所

　　へ、U化
　　　　　7捻「ク」　｀

　反嘔推移宋

舞
紐
化

硬

結

膿

潰
瘍

ぐ　　　　　｜
口　　　　　ぢ　　Ｊ

ｇ　　　　　　　ｊ計　　　　　　　；

強

化

陽→陽 ２ 9‘11 33.3
45.↓

陰→陽 ２
-　--

　　　リ

２ ４ 12.1

不
曼

陽→陽１　１ ４ ７ 21.2
27.3

陰→陰 ２ ２ｊ　６．１

弱
化

陽→陽 １ １ ４，６ 18.2
o―り

陽→陰 Ｊ ３１ ３Ｊ 9.1 r"リ

計 ６ 5　　21?　　33 100.0

(10) 24ヶ月:18ヶ月

｀　局所
　　＼．　　植化

｢ク」

　反嘔推ずレ

舞　硬
樋

化，結
　　１

膿
潰
瘍

riヽ

計

％

強
化

陽→陽 １ １ ５ ７ 21.2　ｉ　ｇｒ、、

陰→陽 １ ２ ３ 9.1
りり．リ

不
植

陽→陽
9

fW ８ 10 30.3
39.4

陰→陰 ２ １ ３ ９．１

弱化

陽→陽 ２ ２ ４ ８ 24.2
30.3

陽→陰 ２ 2　　6.1

計 ６ ５ 頌33 100.0

較シ、之ヲ･局所髪化別二分類スレバ第12表二

示スガ如シ。（ａ）ノヽ昭和13年度接種者二於テ

ル成績ニシテ、先ゾ６ヶ月後ノ「ツ」反臆ヲ･３ヶ

月後ノ夫レニ對比スレバ（１）ノ如ク、強化セル

モノ19．5咎、弱化セ・モ/ 22.2 χニシテ弱化

梢ｌ多ク、叉局所無宛化者ノ大部分ハ不髪ニシ

テ強化２名、弱化無キモ、硬結群二於テハ強化

　

（b

　　

（

フ

ﾚッ」

　

反町推侈
一
強
化

不
礎

弱
化

陽→叫i，

－〃〃-一

　　　

同

陰→陽

陽→陽

に卜そ:

陽→陽

－ . 皿 』 " ' . ■ - . ' - ' W = = = = ･

　 　 　 　 　 　 　 　 　

計

―
り

　

Ｉ

１

　　

（

¬

甘化1
「゛ソ」

　

反恋推衿

強
化

不
墾

羽
化

－ - 一 一 一 一

陽一陽
一
陰→陽

陽→陽
k〃･一
陰一陰
一一
陽→陽

陽→陰

計

）昭和1↓年度接種者

１）

　

６ヶ月

　

３夕月

硬

　

結

―無
縫
化

　

５

－

　

４

　

,）

－

　

１

－

　

２

－

　

２

-一一一

１９

９
１
　
　
　
　
　
Ｃ
＼
Ｊ

｛
４
１

３

12

９

心

　

４

--

　

２

－

　

５

－

　

１

－

　

４

－

　

３

－

１９

－

－

　

・

‐

・

Ｉ

Ｉ

Ｉ
・
’
ｌ
ｌ
・
＝
ｉ
ｌ

止
二
三
上
二

1
2

1
’
－
ｉ
－
ｌ
‐
‐

へ
口

　

汁

－膿
潰
瘍

２

１

９

一 一 一

２‘ｊ

　

↓．．，

6

　

16.2

10

‐

－

‐

ぶ．１
Ｗｉ - - Ｉ 〃 - - - -

　 　 　

２

　 　

５

．

１

（３）

ク６

10
５

32.5

二二- 27.0

　

5.4

1り0.0

18 ９

８．１

' － W

６

膿
潰
瘍ｌ

硬

　

結

　

ｊ
－
－
－
－

　

－
｜
Ｉ
Ｉ

無
９
化

２

8

　　

21.6

　　

ビ

　

㎜■

37

）

　

ljヶ月・６ヶ月

冷

計

－
７

- ミ

３

-

　

1

- i ㎜ ㎜

5

　

1 40.6

　

川

子

ご

37

２

２

‐
－

６
ｙ

12ヶ月：３夕月

2.7

16.2 !
－一一」2･
13よ

-

　

100.0

　　J,4所

　　　　樋化「ッ」＼へ
反愈推移ヽ

無
樋
化

硬　膿

　　潰結　瘍

俘

計

％

強
化

陽→陽 ７ ２ １ 10 27.1
りり　∩

陰→陽 ２ ２ ４ 10.8・●t/

不
樋

陽→陽 ３ ４ ド　８ 21.6
32.4

陰→陰 ３ １ ４ 10.8

弱 陽→陽 ３ ２ ４ ９ 24.3
on　゛｀７

化ｉ陽→にン　１

　　㎜　心―=-　　　　-皿Jia

　　　　計　　　19

　Ｕ

　　　-　･-一
則６

２
　　　　　　　　　ｉｔ／●・
5.4 i

37 1　100.0

１名、不硬３汽弱化２名・一見、膿潰瘍形成者

ニアリテノヽ強化４名、不兄13名、弱化６名ニ

シテ弱化ノ方強化ヨリ梢い多シ。然レドモ12

ヶ月目ノ｢ツ｣反憲サ前同(６ヶ月目)一比較スレ

バ(第12表ノ(３))彊化セルモノ著シク多ク、

且ツ局所硬化アリシ者ノ方強化率大ナルテ認

ム。此ノ開係ハ其後ノ｢ツ｣反憲二於テモ大勝
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同様ナルモ、18ヶ月目對12夕月目（第12表ノ

（16））ニ於テノヽ強化ハ52.8%'ヨリ40．0％ニ減

ジ、弱化。・ヽ13．9χヨリ28．5χニ噌加シ、更－

24夕月目二至レバ前同二比シ（第12表ノ（10））

彊化ノヽ更二減ジテ30．3％トナリ、弱化・ヽ30.3

χニ噌加セリ。之テ要約スレバ「ツ」反意ノ強化

卒移動ハ12夕月目テ頂鮎トシテ漸次増加シ其

後ハ減少ノ傾向ラ示シ、弱化ハ之二反シテ増加

ノ傾向テ示スガ如シ。而シテ24ヶ月目ノ「ツ」

反庶j･3ヶ月目二比較スレバ（第12表ノ（７））

牛数以上ノ57．6χニ於テハ強化シ居ルモノナ

リ。昭和14年度ＢＣＧ接種者（0．03 mg 接種）

ニ於テ､ハ第12表（ｂ）ニ示ノ､如ク、６ヶ月目對

３ヶ月目（同表ノ（１）ニ於テ・ヽ強化ノヽ40.5ルナ

ルニ弱化ハ２ｎ．0％ニシテ、強化孝ノヽ弱化孝二

邁二優レリ。此ノ場合前後共二陽性反憲尹示ス

モノノ強化孝ハ24.3^ナルモ、陰性ヨリ陽性

二轄化セルモノ16．2％ノ多キヲ算ス。之レ郎

チ接種後６夕月目迄ノヽ陽性度増加ノ傾向大ナル

モノナリ。更ニ12ヶ月目對６ヶ月目こ､至レバ

一 一

【第18巻

(同表(２))強化ハ27．0％ニ減ジ弱化ノヽ29.7 9^

ニ増加セリ。但シ12夕月目チ３ヶ月目二比ス

レバ結局二於テハ彊化セルモノ(37．9％)川副ヒ

セルモノ(29．7％)ニ比シ邁カニ大ナルヲ知ル。

此處二注意ス可キノヽ昭和13年度接種者ト14年

度接種者ノ成績間ニハ大健二於テノ･ヽ一致ノ傾向

ヲ･示ノ、モ、12ヶ月目對６ヶ月目二於テ昭和14年

度ノモノノヽ既二強化率減少シ弱化率増加ノ傾向

サ示シ、此ノ黙昭和13年度ノ成績ト可成り大

ナル差ヲ･認ムル所ナリ。換言スレバ昭和14年

度接種者二於テハ接種後12ヶ月ニシテ既二賜

化率大トナリ昭和13年度二比スレバ、牛ケ年

乃至１夕年早目二弱化ヲ来フ、モノヽ如シ。而シ

テ叉本表二於テ局所無受化者ノ｢ツ｣反塵､ハ殆ド

常二弱化一比シ彊化ノ方多キヲ･認ムルモ、之t／

前述ノ如ク看護婦二於テ・ヽ速カニ結核自然感染

惹起セラルヽ尹物語ルモノニシテ、且ツ此ノ現

象ハ局所無愛化者二顕著二起ルモノト思惟セラ

ルヽ所ナリ。

　　　　　　　　　

第９節

　

ＢＣＧ接種後ノ結核性疾患蔓生二就尹

看護婦二於ケル結核慨病卒ノ甚グ高率ナル・ヽ

　

反息陰性者131名ヨリ33名(25％)、陽性者116

諸家ノ斉シク認ムル處ナリ。而シテ結核登病ト

　　

名ヨリハ12名(10％)ニシテ、陰性者ヨリ断然多

｢ツ｣反恚トノ開係二就キテハ今日迄幾多ノ報告

　　

数ノ登生尹見タリ。叉安宅氏ノヽ金深碧大ノ看護

　

ヲ･見ルモ、｢ツ｣反恚陰性者｡ハ陽性者二比シ稜病

　

卒高ク、且ツ其ノ憧防叉不良ナルモノ多シトハ

　

略ｔ一致セル意見ナリ。余等ノ前同ノ報告二於

　

テモ昭和９年ヨリ同12年迄ノ入墨者看護婦244

　

名ノ４夕年間ノ観察二於テ42名(17．2％)ノ結

　

核罹患者テ認ノ･、之卜入學時｢ヽｿ｣反庖トノ開係

　

テ観･レニ、42名中入學時‾ツ｣反鹿陰性者ハ34名

　

(80.9が)ノ多数テ占ノ･、陽性者ハ僅カー８名ニ

　

シテ且此ノ８名中３名・ヽ入學時既二胸部｢レ｣寫

　

其二愛化ヲ･認ノタル者ナリキ。印チ正確ニハ入

　

學時陰性者150名=∃リノ脅病ノヽ、34名ニシテ

　

22 。6χ ノ登病率ナルニ反シ、陽性者94名ヨリノヽ

費病５名ニシテ5．3χノ著シキ低率サ示セリ、、

　

嚢二瀧本氏等ノ報告ニョレバ結核脅病者ノヽ｢ツ｣

婦二就キテ調査シ、入學時｢ツ｣反恵陰性者149

名ヨリ46名(30．9％)、陽性者202名ヨリ38

名(18．7X)ノ結核患者稜生ヲ'認ノ･、而シテ其ノ

死亡者モ｢ツ｣反恵陰性者ヨリ多数二生ゼ｀Jレヲ報

告セリ．更二著シキ差異ヲ･報ゼル・ヽHeimbeck

ノＯｓlo市二於ヶル看護婦二就テノ調査ニシ

テ、氏ノ'ヽ｢ツ｣反恵陰性者299名ヨリ66名(22.1

％)、陽性者282名ヨリ僅カニ５名(1．8％)ノ

結核殺病者ヲ認ノタリ．然レドモ寺島氏ノ東大

看護婦二於ケル成績．・ヽ、入學後２夕年間二陰性

者ヨリノヽ５．９％、陽性者ヨリハ５．５％ノ結核殺

病卒ニシテ雨者間二著シキ差ナク、叉太繩氏モ

同様人學時ノ｢ツ｣反恵一･依り結核性疾患ノ罹患

卒及ヒヽ｀其ノ像防二大差ナカリシト云フモ、現今
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大 多数 ノ學者 ハ陰性者 二結核性疾 患多爽 スルモ

ノナ リ トノ説 ニ一致 セル モ ノ ノ如 シ
。而 シテ又

看護婦 二於 ケル結核 畿病 八型 二就 キテノ・、諸報

告何 レモ肋膜 炎及 ビ肺 門腺結核 ノ大多微 ナルラ

認 メ居 レリ。

以上述 ペ タル如 ク 「ツ」反磨陰性女 子 が 看護婦

ナル職業 二從事 スル ヤ、結 核感染 八極 メテ速 カ

ニ惹起 セラ レ、又 感染者 ノ多敷 二於 テ蕨病 シ其

ノ豫防不良 ナル モ ノナ レバ、是等結核 未感染女

子青年 二於 ケルBCG接 種 ノ・甚 ダ興味深 キ問題

ナリ。余 ノ・北大 看護婦 二 於 テ 昭和13年 以來今

日迄108名 一BCG接 種 ヲ・施 行 シ、最長2年 数

ケ月 ラ経過 セ リ。而 シテ余 ハ「ツ」反鷹陰性看護

婦 ノ総 テニBCG接 種4行 ヒ特 二陰性者 二於 テ

対照(非 接種音戸 設 ケザ リ シ爲、 今回 ノ装病調

査二當 リテノ・同期間 二・於 ケノレ'ツ」反慮陽性者拉

出過去撒年 間 ノ 天理者 ヲ・以 テ 比較 ノ対象 トナ

セリ。

BCG接 種 者 二於 テノ・今 日迄(昭 和15年9月1

結 核罹患者2名 テ認 メ タルニ過 ギズ。 即 チ昭和

13年 度及 ビ14年 度接種 者中 ヨリ 各々1名 宛 ノ

登病 テ見 劣ルモ、其他 ノ者 ハ全'ク健康 ニ シテ何

等 ノ結核 性所見 ラ認 メザ リキ。

登病者2名 ノ観察 テ略記 ス レバ次 ノ如 シ。

第1例 一19歳(第8表(b)10番)

昭和14年4月 入學、同年6月 「ソ」反慮陰性、赤沈中

等債8.Omm、 胸部「レノ」像正常(第1圖)、81V皿BCG

O.03mg接 種、其後約2ケ 月目二接種局所二小ナル硬

結ヲ認メタ レド膿潰瘍形成二重ラズ。接種後 ノ「ツ」

反鷹・・12/IX22x20mm,211X皿10×10mmニ シテ健

康ニテ勤務 シ居 りシニ、 本年2月 中旬風邪氣味 ヲ罷

工登熟39度 二及 ビ軽度 ノ咳漱誼二右側背痛ヲ訴ヘシ

モ、何等署療ヲ受ケズ休養数 日ニシテ 下熱 シ苦訴消

失、以後元氣ニテ勤務 ヲ績ケタリ。然ルニ本年2211V

定期盟格検査:二際シ胸部間接撮影施行セルニ、偶々同

人ノ「v」像二於 テ(第2圖 ン、右肺下部内方二約小鶴

卵大 ノ均等濃度 ノ陰影ヲ獲見セリ。當時白鷹的ニノ・

何等苦訴ナク打聴診二異常 ヲ認 メズ。赤沈中等度二

促進35.Ommrツ 」反応・・50×52mmヲ 示 セリ。即

チ「ツ」反磨・・BCG接 種 後約10ケ 月日二於テ強陽性

轄 示 ヲ認 メ タ リ。 爾 後 充 分 ナ ル 監 視 ノ下 二勤務 練 行 。

111V撮 影 ノ「レ'」像(第3岡)二 於 テ ハi約20日 前 二 明 力

二存 在 セ シ 右 下 部 浸 潤 像 全 ク 消 失 セ ル ラ認 メ タ リ。

121VIrツ 」反 磨47×38mm,赤 沈54.Omm,131㎜ 赤

沈7.5mmノ 正 常値 ヲ 示 シ 胸 部 「v」像 叉 異 常 ナ シ

即 チ本例 ・・BCG接 種 後 約10ケ 月 健 康 検 診 三際 シ偶

然 右 肺 下部 三明 力+ル 浸 潤 像 ヲ登 見 セ ル ニ、,,.20日

後 二於 テ ハ既 二完 全 二吸 収 消 失 セ ル 興 味深 キ例 ナ リ。

而 シ テ本 浸 潤 像 ノ出 現 時 期 二就 テ ・・不 明 ナ ル モ、本年

2月 ノ突 然 ・登 熟 、右 側 背痛 等 が之 二關 係 ア ル モ ノ ト

思 考 ス レバ、 牛く例 ノ 登 病 時 日 ・・BCG接 種 後1約7ケ

月 日 二 相 當 セ ル モ ノナ11。 叉 木浸 潤 像 ノ・結 核 性 ナ1,

ト ハ断 言 シ得 ザ ル モ(結 核 菌 培 養 検 出 ヲ鉄 ク)、 同時 期

二割 リテ 「ツ」反 慮 強 陽 性 榑 示 ヲ 來 セ ル ハ 結 核 自然 感

染 ノ起 りタ ・レヲ 意 味 ス ル モ ノナ ル 事 等 ヨ リ考 察 シテ、

本 例 バー・過 性 ノ結 核 性 浸 潤 ナ1・ベ シ ト思 惟 ス 。

第2例 ■ ■■■■[20歳(第8表(a)31番)

昭 和13年4月 入 學 、6月 「ツ」 反 晦 陰 性、 赤 沈7・O

mm胸 部 「レ」像 正 常(第4圖)、14!VIBCGO・0〕mg

接 種.接 種 局 所 二 約2ケ 月後 栂 指 頭 大 ノ 膿 瘍 ヲ形成

シ、 撤 回 ・穿 刺 排 膿 二佐11テ 治 癒 セ リ。接 種 後/Iツ 」

反 慮 ・・1711×27×27mm(100倍)、221X皿9×9mm,昨

年14/VI8×8mm,年 年17/110x10mmニ シテ 毎同

常 二 弱 反 慮 ヲ示 セ リ。 叉 昨 年3月 及 ビ 本 年4月 ノ定

期 「レ」罵 眞撮 影検 査 二 於 テ ノ・全 ク異 常 ハ認 メ ズ、至極

健 康 ニ テ 勤 務 シ居 レ リ。本 年4/VIBCG接 種 後2ケ 年

目 ノ「ツ」反 応 ヲ検 シタ ルgoo倍 稀 繹llをニ チ ハ陰 性 ニ

シ テ、 引績 キ100倍 稀 繹 液 ニ テ 検 セ ノ トセ シモ 急 用

ヲ生 ジ テ 臨 書 セi。 然 ル ニ 臨 書 中151VIヨ リ両 側 胸

痛 蚊 ビ ニ全 身 倦 怠 感 ヲ罷 工、微:熱 ヲ讃 明 シ漸 次 咳 漱 加

レル モ未 ダ 特 別 ハll意 ヲ 佛 ・・フご、271VI錦 院 直 チ ニ

100倍 「ヅ」液 ヲ注 射 セ'し二、翌 日 二毛 リテ獲 熱38.5度

二及 ビ食 思 不振 、全 身 違 和 ・鼠度 トナ レ リ。 而 シテ 「ツ」

反 慮 ハ強 陽 性 二顯 ・・レ獲 赤80×85mmヲ 示 シ 水 泡 形

成 ヲ件 ヘ リ。29!VI赤 沈35.Omm、 理 事 的 二 ・・胸 部 二

何 等所 見 ヲ認 メ ザ リシモ、「レ」像 二 於 テ(第5圖)左 側

肺 門腺 腫 瘍 状 二 著 明 二 腫 脹 セ リ。 爾 來 就 躰 安静 ヲ命

ジタ ル ニ約3週 後漸 次 下熱 、 胸 痛 軽 減 、咳 漱 減 少 ン 自

費 的症 状 軽 快 セ リ。30!VH赤 沈37.5mm、 「v」像 ・・

前 回r全 〃 同 様 ナ ル モ 苦 訴消 失 シ一 般 状 態 良 好 トナ

リ其 後 臨 書静 養 中 ナ リ。 即 チ 本 例 二於 テ ハBCG接 種

後2ケ 年 目 二 肺 門 腺 腫 脹 ヲ 來 セ ル モ/ニ シテ、 其/
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第13表結核患者螢生敷

第１年目

15
－
26

Ｏ

　

０
１

９
｀

　

一
１

150

　　

1

　　

80

一一①--

37.5

　

⊃20．0

接ｉ昭和13年度づ9
－
‐
ｉ
‐
‐
－

　
　
　

’
‐
｜
『
ｌ
‐
『

　

種
以
後

14

一一

15

一 一 一

７
８
３

５
４

Ｃ
Ｏ
　
　
　
　
-

17

－
26

－
25

陰

　

性

-

　

6
-

　

4
-

　

4
-

　

13
-
27
-
6.8

18.0％
-

　

0

　

(1)

!(18.0％)

１
ｃ
＼
＞

第

　

２

　

年

陽性汗性漕

-

０

－

１

－

１

　

１

-

　

３

-
０．８

(３．８％)
一一

　

３

-

　

０

７

－
５

－
５

－
５

22
⊃

５．５

０

-

０

-

０

-

２

-

２

-

０．５

．５ﾀ

-
０

目
一
性

(14.7％)i(2．5％)
１
１

　
　
　

ぐ

陰

賓敬
一
13
-

　

9
-

　

9
-
18
-
49
-

12.3

２

性

-
％

-
33．

27
－
25
－
41

一 一 一

ケ

３

－
３

－
７

９

-

32.7
-

32.7

１

　

１

　

２．８

r≫＼

　　

/■i-≫o

　

／？

(2) r2S.6j

（括孤内数字．･ヽ入學後ＢＣＧ接種迄ノ期間中二陽性絲化セル者ナリ）

出現時期、ヽ'レ・｣寫ａ撮影ニョ･･本年22/IVヨ･･29/V皿

迄ノ約２ヶ月間二於テヤ'アリ、叉｢ツ｣反咆ハ4/VIヨ

リ27/VI迄ノ約３週間二於テ強陽性縛示ヲ畷｡セルモ

ノナルヲ知1／リ。

次ニＢＣＧ接種前後ン結核患者量生状況り観ルニ

第13表二示｡スガ如シ。eF】・=ｆＢＣＧ接種前ノ昭和９年

ヨ則

核性所見ヲ認メジ片ヲ除外シ≒タル230名二就キテ、

入學後２ヶ年同ノ結核量病者敏ノヽ54名ニジテ之ヲ入

學時｢｡ツ｣反鹿別二観察｡スレバ、陰性者150名中ヨリ

ノヽ入墨第１年目ニ27名(18．0％)、第２年目22鴇

(14.7 %)計49名ノ結核患者量生s／、陰性者總敬ノ

32．7％ニ相営セリ。一方｢ツ｣反鹿陽性者80名ヨリノ

結核罹患者ハ入學後第１年目３名r3.8%)、第２年目

２名ご2.5％)、合計５名ニンテ其ノ掻生命ハ6．3％ニ

過ギズ。郎チ此ノ成績｡･ヽ前邁ノ如グ看護婦二於ケル

結核患者／ヽ入學時｢ツ｣反鹿ヨリ多量ヌトノ設ヲ疏明

ヌルモノナリ。

然ルニＢＣＧ接種以後ノ結核患者殺生状況ハ著

シク趣サ異ニシ、昭和13年度接種者36名二於

テハ、接種後第１年目ニ。・ヽ結核罹患者ナク、第

２年目ニ１名ヲ認ノ'タルニ過ギズ。自]チ殺病率

２．８％ニシテ、之テＢＣＧ接種前４ヶ年ノ｢ツ｣

陰性者平均殺病率32.7^ニ比スレバ賞ニ12.3

:ﾄﾉ比率サ示ソ、モノナリ。一方陽性者17名

年

陽
一
瞰
－
０

－
１

１

－
３

－
５

－

１

計

’
一

　

一

【第18巻

- －

性

－
％

－
０

３

－

５

㎜〃-
１５

－

　

６

－

　

６

－
１７

８

－
０

－
８

－
３

－

３

－
７

ヨリハ２ヶ年間ニ３名ノ結核患者ヲ･認へ其ノ

登病卒17．7％ハ過去４ヶ年ノ平均６．３秀二比

シ著シク高卒ナルモ、昭和12年度入學者二於

ケル15．8％ニ略ｌ一致セリ。叉昭和14年度入

學者ニアリテハ今日迄末グ１年版ケ月ヲ続ﾓ過セ

ルノミュテ、観察期間短ケレド、其間ＢＣＧ接

種者ヨリハ僅がニ１名ノ結核貨病者ヲ･見タルル

エーヘ其ノ賛病卒２．７χ・ヽ過去４年間ノ入學

者第１年目平均殺病率18．0％ニ比スレバ尚著

シク低卒ナリ。一方陽性者ヨリハ未グ１名ノ罹

患者モナク、過去ノ成績二一致セリ。而シテ叉

入學後ＢＣＧ接種迄ノ短期間二陽性糖化セ･レ者

ニアリテハ、昭和13年度ﾇ、學者二於テ７名中

２ヶ年間ニ２ ?;ノ患者テ昭和14年後ハ８名中

１グ年間ニ２名ノ稜病者ヲ出シタレバ、其ノ貨

病率ハ夫カ28.6が及ビ25．0％トナリ、之レ

ＢＣＧ接種前ノ陰性者二於ケル成績二類似セル

値ヲ示スモナリ。次二是等結核賛病者ノ病型尹

示セバ第14表ノ如ク、ＢＣＧ接種前４夕年二於

ケル陰性者中ヨリノ登病者49名二就キテハ､最

モケ多キハ肺門腺結核ノ17名(34．7χ)ニシテ、

次ハ肋膜炎ノ14名(28．6％)、以下肺結核10名

(20．4'％)、早期浸潤４名(8．2％)、粟粒結核２名

(4．1X)、腹膜炎及ビ頚部淋巴腺各｡々1名(2．0
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第14表結核性疾患別殺生徽

Ｂ
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入學年度

y病名
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肋

膜
炎

腹
膜
炎

肺結
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早浸

期潤

肺
結
核

粟結

粒核

頚巴

部腺
淋炎
計

接

種

以

前

昭和９年度 陰性
４ １ ５ ２ 1 I 13

陽性 ０

10 陰性 ３ ２ １ ３ １　９

陽性 １ １

11 陰性 ２ ２ １ ２ １ １ ９

陽性 １ １

12 陰性 ５ ８ ２ ３ 18

陽性 １ １ １
｜
３

４ヶ年計
陰性 14 １ 17 ４ 10 ２ １ 49

陽性 １ ０ １ ０ ２ ０１　１１　５

接

種

以

後

昭和13年度 陰性･
１

（２） 　1(2ﾚ

陽性 ２ １ ３

　　14

（16ヶ月戴察）

-－一一
　　15

（4ヶ月親察）

陰性
（１）

１
（１） 　1(2)

陽性 ０

陰性 ０

陽性 ０

(括弧内徹字ハＢＣＧ非接種者ヨリノ晋生倣)
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後二就キ結核殺病率拉二登病病型二

於テ、甚グ顕著ナル相違ラ示セリ。

而シテ此差異・ヽ偏へこ、ＢＣＧ接種二

基因セルモノト思考ス。郎チ看護婦

二於ケル結核感染ハ其ノ職業及ど年

齢的開係ヨリシテ、速カニ惹起スル

ヲ･免レザルノ｀卜先人諸家ノ斉シク認ム

ル處ニシテ、其ノ晋病モ亦高卒ニシ

ヲ･叉保後不良ナル事多ク、且ツ大多

数ノヽ入學後約２ヶ年間二起ルモノナ

ノレノ｀ゝ過去ノ成祐二照シテ動カソ、可カ

ラザル事賓ナリ。

　

叉昭和13年以来

ノＢＣＧ接種者二就キ余ノ観察ヽりレ

處二依レバ、是等看護婦ノ日常生活

様式二特別ノ撥遷ヲ認ｙズ、叉其後

ノ結核保防施設ノ改善モナク、加フ

ルニ最近ノ非常時局ニアリテハ人的

物的資源ノ不足二基ク各個人ノ勤勢

負惣ノ激噌或ハ策養ノ低下等結核脅

Ｘ)ノ順ナリ。鴎]チ肺門腺結核及ビ肋膜炎ノ

　　

病ノ誘因ト見倣サルヽ條件ノ増加ニモ拘ラズ、

大多数ヲ占ムノレノ｀ゝ諸家ノ報告二能ク一致スル處

　　

斯ノ如ク結核貨病者ノ著減剽

ナリ。叉同期間二於ケル陽性者ヨリノ登病者５

　　

ニＢＣＧ接種ノ結果ナリト思惟シテ可ナル・ヽご

名二於テ・ヽ、肺結核２名、肺門腺結核、肋膜炎

　　

シ。勿論ＢＣＧ接種ノ救果判定ハ甚到鼎重尹期

及ビ頚部淋巴腺炎各１名宛カリキ。

　　　　　　　　

スベキ問題ニシテ、一般ニハカヽル少数例ノ短

次ニＢＣＧ接種テ施行セル昭和13年度以後ノ

　　

期間ノ観察ヲ以テ論ズベキモノニ非ヂレドモ、

入學者二於ケル結核病型二就キテ観察スレ

　　

余ハ特二看護婦ナル職業ノ特殊性ヲ認ノ、以上

バ、ＢＣＧ接種海中ヨリハ前述ノ如ク肺門腺結

　　

ノ経験ヨリシテ、ＢＣＧ接種ハ結核像防二對シ

核及ど早期浸潤１各宛ノ登生ニシテ、叉陽性者

　　

優秀ナル牧果テ有スルモノト思考ぺ以下少シ

ョリハ肋膜炎２名、腹膜炎１名テ認ｊ、叉入學

　　

ク看護婦二於ヶルＢＣＧ接種ノ妓果二開スル先

後早期二陽性輯化セル者ヨリノ登病者ハ肺門腺

　　

人諸家ノ成績テ観ルニ、Heimbeckハ1927年

結核１名及ビ肺結核３名ナリ。卸チＢＣＧ接種

　　

ヨリ６ヶ年ノ観察二於テ、入學時｢ツ｣反息陽性

者ニアリテー・ヽ軍二結核殺病卒ノ低下テ東セルノ

　　

者344名ヨリ21名(6．1匹)ノ結核罹患者ヲ･認

ミナラズ倚叉其ノ病型二於テモ相違テ東シ、従

　　

ノ、一方｢ツ｣反庶陰性者ニシテＢＣＧ非接種者

来多数二認メラレタル肋膜炎患者ノ未グ１例モ

　　

18名１リハ35名(43．2％)ノ殺病者リ･賛見セ

登生セザルノ｀ゝ注目二値スル成績ナルベシ。

　　　　　

リ。然ルニＢＣＧ接種者26名ヨリハ27名10.4

之テ要スルニＢＣＧ接種前後ノ過去７タ年サ　　％）ノ罹患者ヲ出セルニ過ギズト云フ。叉我國

通ジテ、入學時｢ツ｣反庖陽性者二於タル結核農

　　

二於」｀ノヽ今村教授等ハ阪大附属醤院看護婦二

病状況二就キテハ此ノ間特二著シキ差異ヲ認ノ

　　

就テ、昭和５年以東ＢＣＧ接種ヲ施行シ東レノレ

ずルニ反シ、陰性者ニアリテ。'ヽＢＣＧ接種ノ前

　　

が、其後５ヶ年間ノ成績へ｢ツ｣反嘸陽性者
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210名ヨリノヽ罹患者29名(13．8％)、死亡者３名

(1．4％)ニシテ、｢ツ｣反恚陰性者(ＢＣＧ非接種

者)90名ヨリハ15名(16．7％)ノ登病者テ見、

其ノ中６名(6．7％)死亡セルニ、ＢＣＧ接種者

165名中結核罹患者・ヽ13名(7．9％)ニシテ、死

亡者ハ１名(0．6％)ヲ'認ノ･タルニ過ギズト云フ。

自〕チ結核罹患拉ビエ死亡卒ハ入墨時｢ツ｣反嘸陰

性群二最高卒ニシテ陽性群之二次ギ、ＢＣＧ接

種群､・ヽ著シ列氏率ナルテ知レリ。叉酒井氏八傅

染病研究所附属腎院看護婦二就テ報告シ、｢ツ｣

【第18巻

陽性者ノ結核罹患率､八年平均8．5％ニシテ、

｢ツ｣陰性者ニシテ満１ヶ年間二自然陽性糖化セ

ル者16名中８名(50．0％)ハ其後惨出性肋膜炎

乃至肺結核二罹患セリ。而シテＢＣＧ接種者ニ

アリテ｡ハ49名中２ヶ年間二罹患者僅カニ３名

(6．1％)ナリシト云フ。其他最近二到リテ多数

諸家ノ報告テ見ルモ、何レモ殆ド一致シテ、

ＢＣＧ接種ハ多少ナリトモ結核登病二對シ憬防

的價値アルヲ･認ムルモノナリ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

第４章

　

結

　　

論

1）北大醤學部附垢讐院看護法講習科生徒ニ

　　

7) BCG接種後2－3夕月ニシテiツ」反嘸。ハ殆

於テ、昭和13年度ヨリ同15年二至ル入學者

　　

ド全部陽性二韓化セリ。然レドモ接種局所二愛

203名ノ入學時「ツ」反恚陽性卒ハ平均37.4が

　　

化ヲ生ゼシ者二陽性命高ク而シテ陽性度弼カリ

ナリ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

キ。

2）之ザ出身地別二観察スレバ、市出身者50．0

　　

8）Gツ」反庶強化ノヽBCG接種後約６夕月ニシ

％、町出身者46．3％及ど村出身者28．3％ニシ

　　

テ最高二達ス。其後時日ノ経過ト共二陽性命､ハ

テ、北海道農漁村二於タル結核汚染・ヽ未グ僅徴

　　

噌加スルモ、之レ看護婦二於テ｡・ヽ比較的速カユ

ナルテ知ル。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

自然感染者ノ噌加スル篤ナリト考ヘラル。

3）北海道女子青年二於タル結核感染命・ヽ年次

　　

9）結核稜病者ノヽ入學時「ツ」反嘸陰性者二多

的二軽度乍ラ漸次低下シツヽアリ、之ハ特二部

　　

ク、且ツ其ノ病型ハ肋膜炎及ど肺門腺結核大多

會地居住者二於テ著明ナリ。

　　　　　　　　　　

敬ナリ。印チＢＣＧ接種前４ヶ年間ノ入季者ニ

4）入學時胸部「レ」寫真二於テ結核性所見ヲ･認

　　

於テノヽ、入學後２ヶ年間二入學時陰性者ヨリ

メタルハ、Ｆツ」陽性者二於テ43．6％、陰性者

　　

32.';･i％、陽性者ヨリ６．３％ノ饅病率ヲ認メタ

ニ於テ４．３％ニシテ、而シテ陰性者二於タル甕

　　

リ。

化・ヽ石灰化竃ノミナリキ。

　　　　　　　　　　　

10）ＢＣＧ接種者108名ヨリノヽ今日迄２年数夕

5）看護婦二於テハ入學後速カニ「ツ」反撫陽性

　　

月間二僅カニ２名ノ登病者ヲ･兄出セルニ過ギ

韓化ヲ･行ヒ、登病スルモノ多ク、其ノ像後腹シ

　　

ズ。之レ過去ノ成績ト比スレバ登病者ノ’ヽ10分

テ不良ナリ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ノ１以下二相常ス。

6）「ツ」反塵陰性者108名ニBCG ０．02－0．03　　11）以上ノ成績ヨリ余ハＢＣＧ接種ノ結核像

ｍｇテ接種゛ルニヽ2－3夕月後接種局所二硬結

　　

防政果ハ甚グ顕著ナルモノト思惟ス。

或ハ膿潰瘍テ生ゼシ者或ル年ニノ｀ヽ多敬二認ｊラ

　　

欄筆二臨ミ恩師有馬教授ノ御懇篤ナル御指導拉

レ、叉或りレ年－ダヽ殆ド皆無ナリキ。而シテ之

　　

二御校閲ラ深謝ス、。

｡ハ接種菌量トハ明カナル開係ナカリキ。
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